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の体験、TV、PC や携帯電話に関すること、精神的健康度（GHQ(general health 
questionnaire)-12 を使用）等に加え、今回特に「学校や家庭における満足感」に関
する項目を追加し調査を行った。 
統計解析 PLEs の頻度を調べた。次に GHQ-12 の結果によって分けられた精神的健
康度と PLEs の関連をロジスティック回帰分析によって調べた。全ての質問項目と









結   果 
 調査当日 397 名（7.4%）の生徒が欠席、参加拒否が 32 名（0.6％）であり、最終的
に 4864 名（90.5%）が調査に参加した（平均年齢 13.8±0.8、 男子 2429 人(49.9%)、 
女子 2435 人(50.1%)）。調査に参加した生徒は長崎市内の全ての公立中学校の生徒の
35.3%であった。 
 PLEs 項目 4項目のうち、一項目以上の項目において“あった”と答えた人は 16.4％
（797 名）であった（男子 386 名、女子 435 名）。精神的不健康群（GHQ-12 の得点が 4








考   察 








PLEs とそれに関連する要因については、本研究では新たに PLEs と「家庭における
満足感」の欠如との関連を見出した。日常生活環境における満足感の欠如は DSM-IV-TR
の Major Depressive Episode の主要な 2 つの症状のうちの一つである「興味または
喜びの喪失」とも関係するものである。本研究は PLEs と「家庭における満足感」の
欠如との関連を、表面的には社会生活に適応している中学生を対象とした調査で見出
した。先行研究においては抑うつ症状と PLEs を併せ持つと精神的な疾患の発症のリ
スクが高まるという報告もある。今回の結果は、PLEs を持つ子どもが潜在的な不適応
状態（特に家庭で）にある可能性を示しており、また今後彼らが統合失調症などの精
神疾患に罹患するリスクが他の子どもよりも高いことを示唆するものである。 
 
